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小室 希選手（大学院2年）が、今年２月にカナダ

で開かれるバンクーバーオリンピック女子スケルト

ン日本代表に決定しました。 

 小室さんは本学入学と同時にスケルトン競技をは

じめ、偉大な先輩方に続けとトレーニングを重ねて

大学３年からＷ杯に参戦、同シーズンの全日本選手

権を制しています。 

 今シーズンも全日本選手権を３年ぶりに制し、Ｗ

杯でも第７戦で自己最高成績の１１位に入るなど調

子を上げています。本番のバンクーバーでは大舞台

に強い小室さんの活躍に是非ご期待ください。 

小室希さん（大学院２年）がバンクーバーオリンピッ

ク日本代表決定 
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学生の活躍や、取組みをご存知で

したら広報室までお寄せくださ

い。Monthly Reportで紹介する
他、報道機関にも旬な話題を提供

していきたいと考えております。 

 

また、本誌へのご意見・ご質問等

がございましたら、広報室までご

一報ください。 

 

広報室 

 直通 0224-55-1802 
 内線 佐藤美保 256 
    土生佐多 200 
    伊東宏之 271 
  Email:kouhou@scn.ac.jp 
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トランシステム)も代表に決定しました。  

越 和宏
こし かずひろ

選手  

仙台大学１７回生 

スケルトン  

五輪３度目の出場 

鈴木 寛
すずき ひろし

選手  

仙台大学２６回生 

ボブスレー 

五輪４度目の出場 

土井川真二
どいがわしんじ

選手  

仙台大学３２回生 

ボブスレー 

五輪２度目の出場 

バンクーバー五輪出場の小室 希さん・越 和宏さん・鈴木寛さん・土井川

真二さんへの応援メッセージをお寄せください 

 仙台大学HPから、現役オリンピック選手となった小室さん、本学OBの越さん、
鈴木さん、土井川さんへのメッセージを募集しています。 

 

仙台大学から熱いメッセージを是非送りましょう！  
http://www.sendaidaigaku.jp/event/olinpic.html 
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 １月２１日に龍仁大学（韓国）から金正幸（キムジョンヘ

ン）総長をはじめ６名が来学し、調印式、施設見学を行いまし

た。調印式では、金総長と朴澤学長が両大学間の国際交流に関

する協定書に調印をし、研究分野での教員間交流、交換留学、

共同事業等について話しあわれました。 

韓国龍仁
ヨンイン

大学と国際交流協定締結 

 １月２７日（水）に平成２０年５月から国際交

流協定を締結している瀋陽師範大学（中国）か

ら、夏敏（シャーミン）副学長をはじめ４名が来

学し、両大学の今後の国際交流についての協議及

び施設見学を行いました。 

瀋陽師範大学が来学 

※写真提供：地域健康づくり支援センター 
 

 １月７、８日に文部科学省主催の「平成２１年度大学

教育改革プログラム合同フォーラム」が東京ビックサイ

トで開催され、教育改革を目的に選定された国公私立大

学の取組みが一堂に会しました。本学の現代ＧＰ『地域

密着型の健康づくり支援システムの構築』もポスター

セッションのブースを設けました。質問も多く、関係教

員･新助手が他大学の関係者等と積極的な意見交換を行い

ました。また、他大学の取り組を見ることが出来たこと

は、新たなＧＰ獲得に向けて貴重な情報収集の場となり

ました。 

文科省主催：大学教育改革プログラム合同フォーラムへ出展 
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栗原市長へ 仙台大学から岩手・宮城内陸地震の被災者義援金 
仙台大学ボランティセンターは、社会貢献活動の一

環として、昨年に引き続き、去る11月の‘大学祭・スポー
ツフェスティバルin柴田’において 岩手・宮城内陸地
震の被災者の方々を支援する目的でチャリティーバ

ザーを行いました。教職員や学生、また、地域の方々

の多くの協力を得て大盛況となりました。チャリティーバ

ザーの売上金は募金と合わせ101,556円、これを仙台

大学義援金として、栗原市の佐藤 勇市長へお渡しし

てまいりました。 

 後日、栗原市よりお礼状が届きましたので、皆様にご

報告と感謝のお礼を申し上げます。 

 被災地は、ハード面の復旧は少しづつ進んでいます

が、個人の生活再建のめどにまで至っていない、心の

ケアが必要との事で、継続した大学の支援に大変感謝

していますとの事でした。 

ボランティアセンターは今後も、災害に向けた支援活

動を継続していきたいと思います。 

ご支援くださいました皆様、ありがとうございました。  

今後とも、ご協力をお願いします。 

             仙台大学 ボランティアセンター  

                  大山 さく子  庄子幸恵 

栗原市長へ義援金を手渡し 

１２月２４日、ＫＭＣＨ（クラブハウス）の

「エコキャップ協力ボックス」の場所に、柴田

町指定のゴミ袋に一杯のキャップが置かれてい

ました。これまでもレジ袋に入ったキャップが

ボックスの中に入っていたことが何度もあった

そうですが、これだけの数のキャップが置かれ

ていたことは初めてのこと。集めてくれた学生

の行動に嬉しさと驚きを感じています。 

 どの学生、サークルなのか？と心当たりを思

い浮かべるも、この運動の趣旨を理解している

学生が少なくないことを改めて認識させられた

出来事です。 

エコキャップ活動に賛同 学生の皆さんありがとう 
～ クリスマスの こころ温まるちょっとしたニュース ～ 

本学では学生課が中心となり、学生が放置した自転車を

軽トラックに載せて大学に持ち帰る活動や、他人の敷地内

や駐車禁止区域への駐車・駐輪の対応、また全学をあげて

の春と秋の交通安全運動を行っています。 
この地道な活動が認められ、仙台大学の代表として学生

課の小林職員が大河原警察署より感謝状をいただきまし

た。 

大河原警察署から感謝状 
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 東北楽天ゴールデンイーグルスの川岸 強 選手
が１月２１－２７日に、西村 弥選手が１月１
１－１５日と２６－２８日にかけて、本学の常圧

低酸素室を利用して低酸素トレーニングを行いま

した。 
プロ野球選手が低酸素トレーニングを取り入れ

るのは珍しいことであり、このトレーニング

は、血液の酸素運搬能力の向上や筋肉の酸素

消費能力を改善し、基礎体力を向上させる効

果が期待できます。 
両選手は①標高２５００メートルと同等の

酸素濃度（約１５.４％）に制御された低酸
素室に宿泊、②次の日の午前中に低酸素状態

の中でエルゴーメータを用いたトレーニング

を行い、③動脈血の酸素飽和度や心拍数など

のデータを測定、④午後はクリネックススタ

ジアムでトレーニングというサイクルで行い

ました。 
今回のトレーニングに至ったのは、川岸、西村

両選手が愛用しているハーフスパッツがＧＡＮＢ

ＡＸ社の製品であり、その研究に高橋弘彦教授と

内丸 仁講師が携わっていることが縁となり実現

に至りました。 
両選手とも低酸素トレーニングの効果は体で感

じているようで、川岸選手は「キャンプ中盤にな

ると疲れが溜まってきて、だるくなるのですが、

今はそれ以上のだるさです。この低酸素トレーニ

ングを導入したことで基礎体力が向上し、キャン

プでその効果が表れる事を確信しています。今後

もオフシーズンには先生方の協力を得て、またお

世話になりたいです。」と話し、西村選手は「１

回目の低酸素トレーニングの後に沖縄合宿に行

きましたが、体がものすごく軽く感じてよく

動け、低酸素トレーニングの効果を実感しま

した。高橋先生や内丸先生からは専門的な話が聞
けるので、アドバイスを受けながら今後も低酸素

トレーニングを取り入れて行きたいです。」と話

しており、二人とも納得のいくトレーニングと

なったようです。 
なお、川岸選手はトレーニングや測定に連日協

力してくれた学生達に感謝の意を表し、４月のＫ

スタでの試合に皆さんを御招待くださるそうで

す。 
さらに今回は、高橋教授と内丸講師がＧＡＮＢ

ＡＸ社と共同で新しく開発したトレーニング用と

就寝用のロングスパッツが両選手に手渡されまし

た。 
 

（東北楽天ゴールデンイーグルスＨＰより） 

川岸 強選手        
投手 

右投げ右打ち 

出身:神奈川県 
背番号５１ 

桐蔭学園高校→駒沢大→トヨタ自動車→ 

０４中日→０７楽天 

３０才 

西村 弥選手 
内野手 

右投げ両打ち 

背番号６６ 

沖縄県出身 

沖縄尚学高校→東京情報大学→０６ドラフト 

２６才 

 

楽天野球団の川岸 強
かわぎし つよし

選手と西村
にしむら

 弥
わたる

選手が本学で低酸素トレーニング 
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平成22年1月9日と10日に「第１回仙台大学S&C

ワークショップ」を開催した。 

 

講師は米国ニュージャージーから「子供とス

ポーツトレーニング」の世界的権威Faigenbaum博

士を招聘し、9日には「子供とストレングストレー

ニング：運動回数よりも大事なもの」、「コーチ

のための1ダースのアイデア：ＦＵＮダメンタル基

礎知識」の2つの講義を、10日には「子供とメディ

スンボールトレーニング」、「プライオでプレ

イ」の2つの実技を行った。 

 

参加者は仙台大学生に加え、外部からはNSCA

ジャパン会員、大学近隣の専門家などの参加があ

り、講義には200名以上、実技にも150名ほどの参

加者があった。 

 

Faigenbaum博士は子供とトレーニングの研究で

は世界をリードする科学者で、現在は米国ニュー

ジャージーのThe College of New Jerseyにて教鞭

をとられている。大学での指導のほかにも、近隣

の学校にて子供を対象に運動トレーニングを実践

しており、博士の地元地域のみならず、米国全土

の体育授業内容改善に大いに貢献をされている。

また彼の研究内容は世界中で注目を受け、毎年数

カ国の専門団体から招待を受けて講義をされてい

る。 

今回のワークショップの

メイントピックも彼の専

門である｢子供とスポー

ツトレーニング｣に関す

るもので、東北唯一の体

育大学で、将来は体育教

員や運動指導員を目指す

学生の多い本学において

｢第１回仙台大学S&Cワー

クショップ｣には最適の

講師であった。 

 講義に対する受講者の

反応もよく、若い人体の

スポーツトレーニングに対する反応の特殊性、今

までタブーと見受けられていた「子供とウェイト

トレーニング」のポジティブな関連性、そして大

人よりも繊細な体を持つ子供に｢正しい｣運動プロ

グラムを与える重要性など、受講者が持つ既存の

知識や経験にとって｢改革的｣な授業内容となっ

た。 

講師のFaigenbaum博士も

仙台大学での講義を大変

楽しみ、そして手ごたえ

のあるものと感じてくだ

さったようで、 

｢今回のワークショップ

を経て、１人でも多くの

人が真剣に『子供とス

ポーツトレーニング』に

取り組み、実践してくれ

れば、このワークショッ

プは成功で、もしその中

で1人でも将来私と同じ

研究者を目指す人材が出

てくれば、このワークショップは大成功だ｣と話さ

れた。 

 

今回のS&Cワークショップは本学にとっても、

そして私にとっても初めての経験であり、様々な

本学内外関係者にご迷惑をおかけしつつ、このイ

ベントの準備を行った。 

それらの方々に対しては、この場を借りて心

からお礼を申し上げたい。  

準備段階、また開催中においても、いくつか

の問題が発生し、どうにかやりぬいた感があるの

も否めないため、もし来年度以降も継続すること

が可能であるならば、今年の経験を踏まえ、より

よいイベントにできるようにしたい。 

 

＜情報提供：新助手 加賀洋平＞ 

第１回仙台大学Ｓ＆Ｃワークショップについて 
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 １月５―７日に東京エレクトロンホール宮城を

会場に「朴沢学園創立１３０周年記念企画展・開

放講座」が開催され、公文書資料・明治時代の教

材・卒業作品の展示及び客員教授の伊達宗弘先生

による講座が４回にわたって行われました。企画

展に１４４名、開放講座には１６７名の来場を頂

き、歴史ある資料を懐かしげに見ている来場者の

姿がありました。 

朴沢学園創立１３０周年記念 企画展・開放講座 

教育実習前指導でＯＢから在校生へアドバイス 

 １月１４日（木）にB300教室において「教育実
習前指導」ＯＢ講演会が開催され、教員免許取得

を目指す３年生約３００名が参加しました。「教

育実習前指導」は、教育実習に挑む在校生に対し

て、現役教員として活躍しているＯＢから、教育

実習で気をつける点や、気構えなどを指導しても

らうもので、毎年開催されています。 
 今年は、岩沼市立岩沼北中学校の安宅康晴先生

（平成17年度体育学科卒）と、石巻市立相川小学
校の養護教諭の大坪奈央先生（平成19年度健康福
祉学科卒）を招いて、在校生にアドバイスしてい

ただきました。 
 安宅先生からは大事な３つのポイントとして

「５０分という限られた授業時間で生徒に何を伝

え教えたいかを何度もイメージすること」、「指

導教官の授業を参観して、生徒の注目を引くテク

ニックや指導のポイントを学び取ること」、「生

徒と年齢が近いが、教員としての自覚を持って行

動すること」と話し、「“勉強させていただいて

いる”という気構えで教育実習に望んで欲しい」

とのアドバイスがありました。聴講した学生達は

教員という目標に向

かって、意識を高め

たようでした。 

 １２月２６日（土）に平成２１

年度シニアカレッジ閉講式が開催

され、朴澤学長から受講生一人一

人に認定証が授与されました。今

年度は「地域スポーツ指導者コー

ス」と「介護予防指導者コース」

の２講座を開講し、延べ１８名が

認定を受けました。認定者は今

後、地域でのスポーツ・介護指導

の活躍が期待されます。 

シニアカレッジ閉講式 
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 中国に国費留学生３名が冬休みを利用して一時

帰国し、１月２６日(火)に朴澤学長、佐々木事務局
長に元気な姿を見せに来てくれました。 

 訪れたのは東北師範大学の日野晃希さんと金井

弘順さん、上海体育学院の笹井善仁さんです。 

近況を伝えるメッセージを頂きましたので紹介し

ます。 
日野晃希さん（東北師範大学大学院１年） 
「１年半という折り返し地点なので、更に充実し

た留学生活を送ることができるよう楽しみながら

頑張ります。まだ慣れない大学院生活です。クラ

スメートとコミュニケーションを取ることができ

るよう、３月から頑張ります。」 
笹井善仁さん（上海体育学院大学院１年） 
「１年半過ぎて大学院の授業に入り、辞書にはな

い専門用語に困っています。修士論文もスタート

したので、読み・書き・会話を一段と楽しく頑張

ります。」 
金井弘順さん（東北師範大学２年） 
「中国の言葉や文化にだいぶ慣れ、授業内容も理

解できる部分が増え、毎日の生活を楽しめるよう

になってきました。来学期からは新しい事にも

チャレンジし、仙台大学の単位取得にも力を入れ

たいと思います。」 

国費留学生一時帰国 ～学長・事務局長へ近況報告～ 

１月１３日（水）に昨年８月にハワイ州立大学

第１回語学研修（「NICE」プログラム）に参加し

た山口有
なお

映
あき

さん（体育学科2年）、安部翔子
しょうこ

さん

（体育学科1年）、高橋悠
ゆう

さん（ｽﾎﾟｰﾂ情報ﾏｽﾒﾃﾞｨｱ

学科2年）に、朴澤学長から奨学金が手渡されまし
た。これは、学生達があらかじめ学内で決まった

ルールに基づき審議した結果、ある一定以上の生

成績を修め、ハワイ州立大学で取得した単位を本

学の単位と振り替えられることが決まったことか

ら、すでに支払っていた講義料の一部が返還され

たものです。 

高橋さんは３月から３週間、カヤーニ応用科学

大学への短期留学が決まっており、２月からは森

教授の元で留学にむけた英語の勉強をする事に

なっているそうです。他の２人も語学の意欲が強

く各々の目標に向かって勉強を続けているそうで

す。 

 

ハワイ語学研修参加学生に奨学金 

 本学ＯＢでＪリーグベガルタ仙台の細川淳矢選手（平成18年3月卒）が１月
２０日（水）に来学し、ご自身のユニフォームを大学に寄贈されました。細川

選手には以前にもユニフォームを頂いており、どちらも学長室に展示してあり

ます。 
 細川さんは「今シーズンはＪ１の舞台で戦えるので注目度も増している。レ

ギュラーに定着できるように頑張ります。」と今シーズンにかける想いを熱く

話して下さいました。 

ベガルタ仙台の細川淳矢選手よりユニフォーム寄贈 
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１月２３日（土）にサンシャイン青葉を会場に

「仙台大学漕艇部応援団新年の集い」が開催され

ました。この会には昨年、一昨年と埼玉県戸田市

で開催された全日本大学選手権大会に、応援団を

組織して駆けつけていただいた柴田町内に住む有

志約７０名が参加し、大学からも朴澤学長ら６名

が参加しました。 
会の中では、これまでの活動に関する説明や、

柴田町にボート協会を設立する計画があることな

どが報告されました。また、漕艇部や学内のクラ

ブの活躍に期待する声が多く、町全体が大学の活

動を応援してくれていることを実感しました。 
なお、ボート協会設立の計画は今回の集いを機

に一気に具体性を増し、３月には設立総会が開催

される予定になっています。 

仙台大学漕艇部応援団新年の集い 

管理栄養士国家試験対策 合宿講座を開催 

仙台大学として第1回目となる合宿講座が1月10
日・11日に開催にされ、運動栄養学科卒業生9名が
全国から集いました。 

合宿した卒業生からは「一人だけでの勉強と違

い、周りに人がいることでお互いに触発しあう雰囲

気の中で集中して勉強に取り組めた」「（講義に対

して）わかりやすい説明、得点力アップに直結する

内容でとても良かった」「やる気を強くすることが

できた。」等々の感想が寄せられました。 

夜間開放された”学習室”には深夜2時近くまで
勉強に励むメンバーも。参加者同士の向学心に満ち

た合宿講座となりました。 

 

＜仙台大学管理栄養士国家試験「合格修錬会」＞ 

真剣に講義を聴く参加者たち 

シダックスからは合格へ激励の特別メニュー 

漕艇部の西村光生さん（体育学科2年）が、本年度の「日本スポーツ賞」を受
賞しました。この賞は読売新聞社が主催して1951年から行われている権威ある賞
で、１年間においてスポーツで秀でた選手あるいは団体を称えるものです。 
西村さんは昨年７月にチェコで行なわれた「U23世界選手権」に日本代表とし
て出場。軽量級舵手なしフォアで銀メダルを獲得したことが評価されクルーのメ

ンバーである三村選手（日本大）、田中選手（早稲田）、中野選手（一橋）と共

に「第５９回 日本スポーツ賞 競技団体別最優秀賞」を受賞しました。 

漕艇部の西村光生
みつお

さんが「日本スポーツ賞」を受賞 
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 各階級の世界ランキング上位１６名で争う「ワールドマスターズ２０１

０」が１月１６、１７日に韓国のスウォンで開催され、女子６３ｋｇ級ラ

ンキング７位の田中美衣さん（体育学科４年）も出場しました。 
  田中さんは１、２戦を一本勝ちで勝利しましたが準決勝で韓国のコン・
ジャヨン選手に技ありを奪われ、敗退、第３位という結果でした。田中さ

んは大会前から今大会で優勝した世界ランキング１位の上野順恵選手（三

井住友海上火災保険）との対戦を熱望していただけに、対戦が叶わず本人

にとって悔やまれる結果だったようです。しかし、今大会は、国際柔道連

盟（IJF）が昨年導入した世界ランキング制に伴って新設された大会で、世
界選手権大会の次に格付けされている権威ある大会です。世界ランキング

上位者が集う中で、表彰台に上った事は素晴らしい結果といえます。 

柔道 田中美衣さんがマスターズ大会第3位 

 田中美衣さん（体育学科4年）の柔道での功績
（ユニバーシアード大会団体優勝・個人準優勝、Ｇ

Ｐチュニス大会準優勝など）が認められ、日本学生

支援機構（JASSO）「平成２１年度 優秀学生顕彰
事業」の優秀賞に選考されました。１月１２日(火)
に朴澤学長から優秀学生顕彰・記念品・奨励金が手

渡されました。 
この賞は、日本学生支援機構（JASSO）が２１世
紀を担う前途有望な人材の育成に資することを目的

として「優秀学生顕彰事業」を行い、学術・文化・

芸術・スポーツ活動の４分野において、社会貢献活

動で優れた業績を挙げた学生・生徒を顕彰し、奨励

金を授与しています。今年度、スポーツの分野では

大賞５名、優秀賞１３名、奨励賞１８名が選考され

ています。田中さんの受賞は昨年の奨励賞に続いて

２度目です。 

田中美衣さんが日本学生支援機構（JASSO）顕彰授与 

 １月２３日（土）に新体操競技部を中心とする

実行委員会が主催するDAN DAN DANCE & 
SPORTS 6thがえずこホール（大河原町）で開催
されました。仙南地区を中心に活動しているダン

スチーム２９組（２９８名）が日頃の練習の成果

を披露しました。本学からは新体操競技部、ブレ

イキン同好会、応援団・チアリーディングチー

ム、（講義）ダンス履修学生などが演技を披露し

ました。また、映像撮影や受付など裏方として学

生スタッフ４３名（ボランティア含む）やスポー

ツ情報マスメディア学科が多数かかわりました。

１４０名の来場者に足を運んでいただき、盛会に

終了しました。 

ＤＡＮ ＤＡＮ ＤＡＮＣＥ ＆ ＳＰＯＲＴＳ ６ｔｈ 
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 年末に東京体育館で行われた全国高校選抜優勝

大会（ウィンターカップ）において、明成高校男

子バスケットボール部が創部５年目での全国制覇

の偉業を成し遂げました。 

 ヘッドコーチを務める佐藤久夫准教授は仙台高

校を全国２連覇に導いた名将。２００５年に本学

に着任と同時に高大連携事業の一環として立ち上

げた明成男子バスケットボール部のヘッドコーチ

に就任し、創部２年目のウィンターカップでベス

ト８に入り、強豪校の仲間入りを果たしました。 
 福岡第一高校との決勝戦には本学園関係者をは

じめ仙台市の奥山恵美子市長や、創部時に尽力さ

れた鈴木三雄前常務理事も応援に駆けつけてくだ

さり、熱い声援を送ってくださいました。 

 全国制覇を祝して、1月２０日（水）には江陽グ
ランドホテルで祝勝会が開催されました。 
なお、全国制覇や、県知事･市長表敬訪問の話題

題は各紙で掲載され、テレビ局でも大きく取り扱

われました。 

祝 明成高バスケ部 創部５年目での全国制覇 


